
このようなお悩みや状況はございませんか？

冷房吹出し口や配管が結露する 天井面から水滴が落ちてくる 結露により内壁がカビてしまう
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担当：棚澤･舞原（たなざわ・まいはら）

梅雨時･夏場の結露対策

省エネ・コスト削減・設備のことなら

最も簡単な方法は設定温度の目
安を25℃以上とすること

環境的にそれが難しい場合は、
②と③をご検討ください

天カセタイプは特に結露が発生
しやすい傾向にあります

室内機自体にカバーをかけて保温
することで、結露対策ができます

配管やダクトが結露する場合、既存
配管の保温材の上からもう一層
保温材を巻くことで、断熱につな
がり、結露対策につながります

～空調機の結露をおさえる方法～

セイフルがおすすめする空調機の結露対策

室内温度管理1 室内機自体の保温2 既存保温材の上から保温3



夏本番に備えた空調の点検・メンテナンス

WEBフォームからも
お問い合わせ頂けます

空調機の結露について相談したい
空調機の点検・ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて相談したい

経過年数と性能低下
左記の図にあるように、事後保全（部品
が壊れてから修理）より、定期的に点検
して必要に応じて修理した方が、性能や
長寿命化につながります。通常、定期的
に点検や修理をおこなうと15年近く
使用できる空調機でも、それを怠ると
5～6年で性能が著しく劣化してしまう
こともあります。

夏場の結露対策や空調の点検・メンテナンスは
お気軽にご相談ください。

壊れてから修理より、定期的な点検＆メンテナンスの方が機器が長持ち!

特にお使いの空調機が以下のような場合は点検をおすすめします

冷えない(温まらない) 異臭/異音がする 天井にカビが発生している 長年洗浄していない

風量が衰えている フロン点検できていない さび・劣化が激しい 配管に穴が空いている

出典：日本冷凍空調工業会
　　「業務用エアコンを長く安心してお使いいただくために」

早めの点検・メンテナンスをおすすめします


